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転職>

教育大出身の私にとって、土木それも河川分野の

仕事に就くことになるとは夢にも思いませんでし

た。入社した時にはこの資格の名前さえ知らず、「技

術士は個人的にどんなメリットがあるのですか」と

尋ねたことがあります。その方は「色々な分野の人

達と、対等に交流できること」と答えてくれました。

しかし、自分には縁のないものと全く気にも留めま

せんでした。

受験の動機>

受験しようと考えたのは土木技術者女性の会に入

り、頂いた名刺から技術士の文字が次々と飛び込ん

できたのが始まりでした。彼女達の合格時年齢は30

代で、昼は仕事、夜や休日は家事・育児に奮闘しな

がらの受験です。まさにカルチャーショックでした。

自分も挑戦しなければと思ってはみたものの、何か

ら手を付けて良いかわかりません。本１冊で合格で

きた１次試験と異なり、結果的に多くの人に助けて

もらうことになりました。

試練>

不思議なもので書店の本を読んでもピンとこな

かったのが、見知った人から資料を戴いたりすると

意欲が湧いてくるものです。しかし、私にとって本

当の試練は口頭試験でした。筆記では３度受かった

のです。色々理由があったにせよ、９割は合格とい

う数字から受けるマジックと、口頭試験に対する認

識が甘かった気がします。２度目の失敗は本当にこ

たえました。

再挑戦>

落ち込んでいても受験日は確実にやってきます。

願書を出してもボーっとしていた私に、喝を入れて

くれた人がいました。結局受験とは関係の無いわだ

かまりまで出すと心が軽くなりました。しかし、さ

すがに筆記には合格しても、また口頭で不合格にな

るのではと恐怖心が覆いかぶさってきます。この際

恥も外聞もなく模擬口頭試験をお願いすることにし

ました。今から考えると相手の方の都合も考えず、

迷惑をかけたのではと思います。

今後に向けて>

「技術士に合格して」は何度か目を通したことがあ

ります。原稿依頼のお電話をいただいた時、自分が

載る立場になったことに違和感を覚えました。改め

て読ませていただくと、皆様の誇りや力強さを感じ

ます。「技術士は試験勉強を通して技術士になってい

く」といった内容を読んだことがあります。果たし

て自分はといえば、あまりステップアップした実感

がありません。

ただ、世の中には自分の利益になるとは思えない

のに、人のために行動して下さる方がたくさんい

らっしゃることがわかりました。受験を通して自分

が持つ弱さと、「縁」の大切さを知った気がします。

マイペースの私ですが、今後ともよろしくお願いし

ます。
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